
 
 

2026 年度 
高知大学大学院総合人間自然科学研究科 

農林海洋科学専攻（修士課程）(第２次)入学試験 

 

< 一般選抜 > 

専 門 科 目 

 

   

（教育研究分野）動物生産学 

 

問題冊子 ・・・ 問題 ( 3 ) 問 （ 1 ）ページ（表紙を除く） 

解答冊子 ・・・ 解答用紙 （ 3 ）枚 （表紙を除く） 

下書用紙 ・・・ （ 3 ）枚 

配  点 ・・・ 問題用紙に表示のとおり 

試験時間 ・・・ 9 時 30 分～11 時 00 分（90 分） 

 
 

注 意 事 項 

１． 試験開始の合図まで、この問題冊子を開かないこと。 

２． 配布された問題冊子の表紙に、自分が選択する教育研究分野（研究室）が書かれてあるか、

確認すること。もし、違っている場合は、手を挙げて監督者に知らせること。 

３． 試験開始後に、問題冊子・解答冊子・下書用紙の枚数を確認し、解答冊子の表紙及び解答

用紙各頁の所定欄に受験番号を記入すること。 

４． 試験中に、問題冊子・解答冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁、及び下書用紙の不備

に気付いた場合は、手を挙げて監督者に知らせること。 

５． 解答は、それぞれの問題番号が書かれた解答用紙の指定された箇所に記入すること。なお、

解答用紙には、必要事項以外は記入しないこと。 

６． 解答冊子は綴じたまま記入し、試験終了後も各ページを切り離さないこと。 

７． 配布された解答冊子は、持ち帰らないこと。 

８． 試験終了後、問題冊子・下書用紙は持ち帰ること。 

９． 試験終了後、指示があるまでは退室しないこと。 



 

2026年度 高知大学大学院総合人間自然科学研究科 

農林海洋科学専攻（修士課程）（第２次）入学試験問題 <一般選抜> 

教育研究分野 動物生産学 

 

（専門科目） 

 

 

 日本での肉用牛生産におけるスマート農業技術について、問題 1 から問題 3 までの設問

に対して回答してください。 

 

問題 1 

肉用牛生産農家におけるスマート農業の普及の現状とその課題について、300字以上 400字

以内で記述してください。なお、アルファベットは 1マスに 2文字まで記入できます。 

（100点） 

 

 

問題 2 

問題 1 の課題を解決するために、開発すべきと考えられるスマート農業技術を具体的に提

案してください。 

（50点） 

 

問題 3 

既存の製品と比較して、問題 2 で提案したスマート農業技術が異なる点および優位な点を

説明してください。 

（50点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全 1ページのうち 1ページ目） 


